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論
文

対
抗
軸
か
ら
「
制
度
」
化
へ

韓
国
・
文
解
運
動
の
軌
跡
と
日
韓
識
字
交
流

要
　
　
約

川
瀬
　
俊
治

識
字
運
動
（
韓
国
で
は
文
解
運
動
）
を
通
じ
た
日
韓
交
流
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
相
互
に
生
徒
、
教
師
が
識
字
教
室
を
訪
れ
た
り
し
て
き
た
が
、

韓
国
の
運
営
を
目
の
当
た
り
に
し
た
日
本
側
の
感
想
は
一
様
に
「
一
千
万
円
も
の
年
間
運
営
費
を
市
民
の
カ
ン
パ
で
集
め
、
生
徒
だ
っ
た
人
か
ら
も
教
師
を
育

て
て
い
る
。
あ
の
迫
力
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
」
と
感
想
を
述
べ
る
。
そ
の
カ
ギ
は
日
本
の
植
民
地
支
配
、
解
放
後
の
軍
事
独
裁
政
権
に
闘
い
を
挑
ん
で
き
た

反
植
民
地
闘
争
、
民
主
化
闘
争
の
歴
史
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
文
解
運
動
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
日
韓
識
字
（
文
解
）
交
流
の
一
助
と
し
た
い
。

は
じ
め
に

す
で
に
一
七
年
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、

韓
国
ソ
ウ
ル
で
二
〇
代
の
主
婦
　
（
二
九
歳
）
　
が
朝
鮮
語
を
読
み
書

き
で
き
な
い
こ
と
を
悲
観
し
て
服
毒
自
殺
す
る
事
件
が
起
き
た
。

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
事
件
は
「
家
庭
の
事
情
で
ほ
と
ん
ど
国
民

学
校
に
通
え
ず
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
最
近
、

幼
稚
園
に
通
う
長
男
が
こ
と
ば
を
尋
ね
て
も
答
え
ら
れ
な
い
こ
と

を
悲
観
し
て
服
毒
自
殺
し
た
」
　
（
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
八
七
年
一
〇
月

一
〇
日
一
一
面
）
　
と
い
う
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
別
の
報
道
で

は
自
殺
し
た
女
性
は
　
「
文
を
読
め
な
い
こ
と
を
非
常
に
恥
ず
か
し

く
思
い
、
町
内
の
子
ど
も
に
菓
子
を
与
え
て
家
族
に
内
緒
で
少
し

ず
つ
学
ん
だ
」
　
（
『
東
亜
日
報
』
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
〇
日
七
面
）
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と
い
う
が
、
通
園
す
る
長
男
の
問
い
に
対
し
て
「
文
字
を
知
ら
な

い
か
ら
答
え
て
や
る
こ
と
が
で
き
ず
悲
観
し
、
『
死
に
た
い
』
　
と

も
ら
し
て
い
た
」
　
（
『
朝
鮮
日
報
』
）
　
と
い
う
。

こ
の
記
事
は
、
韓
国
の
非
識
字
者
　
（
韓
国
で
は
非
文
解
者
と
い

う
）
　
の
実
態
、
と
り
わ
け
三
〇
～
四
〇
代
の
女
性
が
ど
の
よ
う
な

社
会
的
原
因
で
非
識
字
に
追
い
込
ま
れ
た
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
研

究
し
た
ペ
ク
・
チ
ョ
ン
ジ
ュ
の
修
士
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
事
件
が
非
識
字
者
の
問
題
を
高
齢
者
の
問
題
と
み
て
い

た
社
会
通
念
を
覆
す
取
り
組
み
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
事
件
に
対
す
る
対
応
は
　
「
言
論
と
社
会
の
無
関
心
さ
を

見
せ
つ
け
た
」
と
ペ
ク
は
批
判
し
て
い
る
。
報
道
の
扱
い
は
社
会

面
べ
夕
記
事
　
（
『
朝
鮮
日
報
』
）
、
記
事
こ
ぼ
れ
話
（
『
東
亜
日
報
』
）

の
扱
い
で
あ
り
、
以
後
、
事
態
の
重
要
性
を
認
識
し
て
の
検
証
、

特
集
記
事
な
ど
が
組
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
稿
の
テ
ー
マ
は
韓
国
文
解
運
動
の
歴
史
の
解
明
と
と
も
に
近

年
の
日
韓
識
字
交
流
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
だ
が
、
冒
頭
の
悲

劇
を
生
ん
だ
非
識
字
者
の
苦
悩
は
、
人
権
上
重
大
な
問
題
と
し
て

韓
国
社
会
に
い
ま
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
夏
か
ら
の

日
韓
識
字
交
流
　
（
国
際
識
字
年
の
一
九
九
〇
年
か
ら
日
韓
研
究
者
に

よ
る
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、
文
解
教
育
・
夜
間
中
学
の
生
徒
・
教
師
が

相
互
に
訪
問
す
る
の
は
二
〇
〇
二
年
夏
か
ら
）
　
で
韓
国
の
運
動
と
日

本
の
夜
間
中
学
を
つ
な
い
だ
東
京
・
荒
川
九
中
（
夜
間
中
学
）
卒

業
生
高
野
雅
夫
さ
ん
は
、
文
字
を
奪
わ
れ
た
少
年
時
代
を
振
り
返

っ
て
、
象
徴
的
に
「
文
字
は
空
気
だ
」
と
語
っ
て
き
た
が
、
一
九

八
七
年
に
自
殺
し
た
冒
頭
の
若
い
母
親
は
、
そ
の
　
「
空
気
」
を
奪

わ
れ
る
に
等
し
い
苦
闘
を
生
き
て
き
た
の
だ
。
同
様
な
苦
悩
は
彼

女
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
今
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人

権
上
看
過
で
き
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
始
ま
っ
た
ソ
ウ
ル
市
近
郊
・
安
着
市
の
識
字
学

級
に
通
う
若
い
三
〇
代
の
母
親
の
一
例
が
あ
る
。
初
等
学
校
二
年

の
娘
の
学
校
訪
問
で
担
任
の
教
師
か
ら
「
あ
な
た
の
娘
は
問
題
児

だ
。
学
校
に
来
る
必
要
が
な
い
」
と
言
い
放
た
れ
、
衝
撃
を
受
け

た
と
い
う
。
非
識
字
者
で
あ
る
こ
の
母
親
は
、
娘
の
宿
題
や
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
学
用
品
準
備
な
ど
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
対
応

で
き
な
か
っ
た
。
娘
は
食
事
の
仕
度
な
ど
家
事
を
手
伝
っ
て
、
家

計
を
支
え
る
た
め
に
新
聞
配
達
や
牛
乳
配
達
を
す
る
母
親
を
助
け

た
。
し
か
し
、
学
校
で
は
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
落
ち
着
き
が
な

く
、
教
師
か
ら
「
来
な
く
て
い
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
の
だ
。
文

字
を
知
ら
な
い
こ
と
が
子
ど
も
の
人
生
ま
で
も
苦
境
に
追
い
込
む

こ
と
に
、
「
死
に
た
い
」
と
識
字
教
室
の
教
師
に
告
白
し
た
と
い
う
。

識
字
教
室
で
文
字
を
獲
得
す
る
こ
と
は
死
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
だ

っ
た
の
だ
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
だ
　
（
二
〇
〇
四
年
八
月

二
六
日
、
安
養
市
民
大
学
の
関
係
者
へ
の
取
材
か
ら
）
。
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一
日
本
植
民
地
時
代
の
朝
鮮
の
文
解
運
動

で
は
、
な
ぜ
深
刻
な
非
識
字
者
の
問
題
が
韓
国
社
会
で
認
識
さ

れ
ず
に
き
た
の
か
。
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
後
、
一
九

五
人
年
ま
で
の
間
、
国
家
建
設
の
課
題
と
し
て
行
わ
れ
た
非
識
字

克
服
の
取
り
組
み
で
多
く
が
識
字
者
と
な
り
、
こ
れ
以
上
の
対
応

は
不
必
要
と
見
た
こ
と
が
ま
ず
あ
り
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
始
ま

っ
た
義
務
教
育
で
就
学
率
が
六
〇
年
以
降
九
〇
％
後
半
と
い
う
高

率
を
示
し
た
こ
と
も
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
は
日
本
の
朝
鮮
支
配
の

時
代
か
ら
の
識
字
問
題
に
簡
単
に
ふ
れ
た
い
。
朝
鮮
総
督
府
国
政

調
査
報
告
で
は
一
九
三
〇
年
五
月
一
日
、
総
人
口
二
一
〇
五
万
八

三
〇
五
人
の
う
ち
非
識
字
率
　
（
こ
こ
で
は
朝
鮮
語
と
か
な
文
が
読
み

書
き
で
き
な
い
こ
と
を
指
す
）
　
は
七
六
・
四
％
、
一
六
〇
八
万
二

一
五
六
人
に
上
る
と
記
述
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
女
性
の
非
識
字

率
は
九
〇
・
五
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
総
督
府
の
一
九
四
四
年

五
月
一
日
現
在
の
人
口
統
計
調
査
で
は
、
一
三
歳
以
上
の
南
朝
鮮

地
域
の
非
識
字
率
は
七
七
％
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計
も
残
っ
て
い

る
。
ま
た
当
時
の
公
立
普
通
学
校
の
就
学
率
一
九
・
九
％
な
ど
か

ら
類
推
し
て
、
非
識
字
者
数
一
四
〇
〇
万
人
　
（
非
識
字
率
六
八
・

五
％
）
を
紹
介
し
た
当
時
の
論
考
も
あ
る
。

朝
鮮
王
朝
時
代
か
ら
続
い
た
民
族
教
育
機
関
を
書
堂
と
い
っ

た
。
朝
鮮
総
督
府
の
教
育
政
策
は
三
六
年
の
植
民
地
続
治
で
時
期

に
よ
り
異
な
る
が
、
朝
鮮
語
教
育
を
弾
圧
し
国
語
を
日
本
語
と
す

る
日
本
人
化
政
策
を
推
し
進
め
、
朝
鮮
で
の
教
育
は
皇
国
臣
民
化
、

戟
争
遂
行
と
深
く
結
び
つ
き
、
そ
の
流
れ
で
戟
争
末
期
、
就
学
の

義
務
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
　
（
義
務
化
は
計
画
さ
れ
た

が
日
本
の
敗
戦
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
）
。
朝
鮮
総
督
府
の
前
身
で

あ
る
韓
国
統
監
府
時
代
　
（
一
九
〇
五
～
一
〇
）
　
か
ら
朝
鮮
人
の
私

立
学
校
運
営
に
制
限
を
加
え
、
「
韓
国
併
合
」
後
は
一
九
一
一
年

の
私
立
学
校
規
則
、
一
九
一
五
年
の
大
幅
改
訂
で
取
り
締
ま
り
強

化
し
た
経
緯
を
も
つ
が
、
民
間
教
育
の
書
生
も
例
外
で
は
な
く
、

一
九
〇
八
年
「
書
堂
に
関
す
る
訓
令
」
の
時
点
で
日
本
語
（
国
語
）

を
奨
励
、
一
九
一
人
年
二
月
の
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
八
号
「
書
堂

規
則
」
　
で
は
開
校
・
廃
止
の
道
知
事
へ
の
届
出
義
務
を
規
定
し
た

（
第
一
、
二
条
）
。
さ
ら
に
公
立
普
通
学
校
へ
の
就
学
を
奨
励
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
一
九
年
に
は
二
万
五
四
六
カ

所
の
書
堂
に
二
六
万
余
在
籍
し
た
生
徒
が
、
一
九
三
八
年
に
は
五

九
四
四
カ
所
、
一
六
万
九
九
九
九
人
に
減
少
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
会
日
曜
学
校
や
他
の
民
間

団
体
な
ど
に
よ
る
朝
鮮
語
講
習
会
な
ど
は
、
書
堂
の
よ
う
な
規
制

を
加
え
る
個
別
法
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
増
加
す
る
。
し
か
し
朝

鮮
語
を
抹
殺
し
て
日
本
語
を
強
要
し
て
い
く
朝
鮮
総
督
府
の
植
民
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地
政
策
は
、
一
九
二
〇
年
代
終
盤
に
な
る
と
、
単
に
朝
鮮
語
を
教

え
る
だ
け
の
夜
間
の
識
字
教
室
で
あ
っ
て
も
朝
鮮
語
講
習
会
と
認

定
し
て
監
視
、
禁
止
す
る
と
こ
ろ
も
で
て
き
た
。
た
だ
、
夜
学
で

も
労
働
夜
学
は
民
族
解
放
闘
争
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
一
九
〇

七
年
に
馬
山
労
働
夜
学
と
し
て
始
ま
っ
た
後
、
各
地
に
広
が
り
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
合
法
独
立
闘
争
を
へ
て
、
三
〇
年
代
は
弾
圧

に
よ
り
地
下
に
も
ぐ
る
。
な
お
記
録
上
最
初
の
夜
学
は
一
九
〇
六

ハ
ム
ギ
ョ
ン
ナ
ム
ド
ハ
ム
ン
ポ
ソ
ン
（
1

5
）

年
開
設
の
成
鏡
南
道
成
興
の
普
成
夜
学
と
さ
れ
て
い
る
。

植
民
地
下
で
朝
鮮
語
を
学
ぶ
こ
と
が
弾
圧
の
対
象
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
朝
鮮
語
学
会
や
民
族
紙
『
朝
鮮
日
報
』
『
東
亜
日
報
』
の

識
字
運
動
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
活
発
化
し
た
。
朝
鮮
語
学

会
は
一
九
ニ
ー
年
に
設
立
さ
れ
標
準
語
の
普
及
と
非
識
字
の
克
服

を
目
指
す
講
習
を
展
開
し
、
三
〇
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
中

央
基
督
教
育
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
語
講
習
会
を
は
じ
め
と

し
て
講
師
派
遣
な
ど
に
努
め
て
き
た
。
一
九
三
一
年
、
『
東
亜
日
報
』

が
ロ
シ
ア
の
「
民
衆
啓
発
運
動
」
で
あ
る
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
を

範
と
し
た
運
動
を
行
い
、
こ
れ
を
後
援
し
て
朝
鮮
語
講
習
会
を
各

地
で
開
い
た
。
『
東
亜
日
報
』
は
一
九
三
二
年
六
月
二
四
日
社
説

「
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
に
総
動
員
参
加
し
よ
う
」
で
、
「
文
盲
退
治
運
動

は
民
族
的
な
す
べ
て
の
事
柄
の
基
礎
に
あ
り
、
個
人
的
な
問
題
で

は
な
く
民
族
に
関
わ
る
問
題
だ
」
と
明
記
し
た
。
識
字
が
民
族
的

主
体
を
形
成
す
る
基
礎
で
あ
る
と
の
視
点
を
恐
れ
た
の
は
、
独
立

運
動
を
警
戒
す
る
朝
鮮
総
督
府
で
あ
っ
た
。
新
聞
社
社
主
側
は
運

動
を
あ
く
ま
で
も
「
民
衆
啓
発
運
動
」
　
に
限
定
し
た
が
、
参
加
学

生
は
「
民
衆
啓
発
運
動
」
　
の
機
会
を
と
ら
え
た
思
想
的
な
抗
日
教

育
と
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
側
面
を
も
つ
。

新
聞
社
の
識
字
運
動
の
最
初
は
、
『
朝
鮮
日
報
』
　
が
一
九
二
七

年
一
月
六
日
付
け
で
「
ハ
ン
グ
ル
」
欄
創
設
の
必
要
性
を
説
い
た

「
時
評
」
を
一
面
ト
ッ
プ
記
事
で
報
じ
た
時
と
さ
れ
る
。
記
事
は
「
自

ら
の
心
は
自
ら
の
こ
と
ば
で
」
と
朝
鮮
語
普
及
を
謳
い
、
「
近
頃

勃
興
す
る
　
『
文
盲
打
破
』
　
の
運
動
は
一
九
二
七
年
が
新
た
な
ス
タ

ー
ト
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
な
ら
朝
鮮
民
族
の
た
め
に
な
る
に

ち
が
い
な
い
」
と
主
張
し
た
。

本
格
的
な
運
動
は
、
二
年
半
後
の
一
九
二
九
年
七
月
一
〇
目
付

け
社
説
で
朝
鮮
語
普
及
の
必
要
性
を
力
説
し
て
か
ら
だ
。
『
朝
鮮

日
報
』
地
方
部
長
で
国
語
学
者
で
あ
っ
た
張
志
咲
の
提
唱
で
あ
り
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
学
生
を
組
織
、
農
漁
村
で
の
識
字
運
動
　
（
帰

郷
学
生
文
字
普
及
運
動
）
　
を
展
開
し
た
。
一
九
二
九
年
に
は
九
一

面
　
（
村
）
　
で
四
〇
九
人
の
学
生
が
参
加
、
二
八
四
九
人
が
朝
鮮
語

を
学
ん
だ
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
に
は
参
加
し
た
学
生
は
九
〇
〇

人
、
朝
鮮
語
学
習
者
は
一
万
五
〇
〇
人
を
超
え
た
。
『
朝
鮮
日
報
』

が
配
布
し
た
教
科
書
『
ハ
ン
グ
ル
原
本
』
　
は
九
万
部
に
達
し
た
。

翌
一
九
三
一
年
に
は
三
〇
万
部
を
配
布
し
、
一
九
三
四
年
に
運

動
は
最
高
潮
に
達
し
、
参
加
し
た
学
校
は
総
数
で
一
二
五
校
、
学

部落解放研究NG1622005．2
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生
数
は
五
〇
七
八
人
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
に
朝
鮮
総
督
府
は
黙
っ

て
は
い
な
か
っ
た
。
朝
鮮
給
督
府
学
務
局
長
は
事
業
の
趣
旨
に
は

賛
同
を
示
し
な
が
ら
学
生
が
統
制
す
る
こ
と
に
干
渉
、
京
畿
道
知

事
は
個
人
教
授
を
認
め
た
も
の
の
朝
鮮
語
講
習
会
は
不
許
可
と

し
、
管
内
の
警
察
署
と
各
中
学
校
に
通
牒
を
出
し
て
妨
害
工
作
を

行
っ
た
。
翌
年
一
九
三
五
年
、
つ
い
に
朝
鮮
給
督
府
が
禁
止
令
を

発
布
、
そ
れ
以
上
運
動
が
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、
同
年
一
二
月
、

教
科
書
一
〇
万
部
を
印
刷
し
て
読
者
に
配
布
し
た
だ
け
の
活
動
に

と
ど
ま
う
た
。
一
九
三
六
年
に
も
同
様
に
五
〇
万
部
印
刷
し
て
運

動
は
終
息
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
東
亜
日
報
』
　
は
一
九
二
八
年
の
創
刊
八
周
年
記
念
事

業
で
「
文
盲
退
治
運
動
」
展
開
を
提
唱
、
一
九
二
八
年
三
月
一
三

日
二
面
で
「
文
盲
退
治
大
宣
伝
」
と
題
し
て
二
日
間
に
わ
た
る
事

業
を
発
表
し
た
。
「
少
年
団
　
地
上
宣
伝
行
列
』
　
「
飛
行
機
空
中
宣

伝
飛
行
」
「
ラ
ジ
オ
の
宣
伝
講
演
」
な
ど
を
盛
り
込
み
、
詳
細
は

同
月
二
七
日
二
面
で
報
じ
た
。
二
七
日
社
説
に
は
識
字
運
動
に
関

し
て
論
じ
、
非
識
字
率
が
八
潮
以
上
を
占
め
る
現
実
に
つ
い
て
「
政

治
上
か
ら
の
見
地
か
ら
見
て
も
大
き
な
反
省
が
必
要
で
あ
り
、
朝

鮮
人
自
体
も
当
局
者
も
こ
の
こ
と
に
対
し
て
誠
に
誠
意
あ
る
施
策

に
着
手
す
る
こ
と
を
勧
め
る
」
　
と
進
言
し
た
。
二
八
日
社
説
も

「
文
盲
と
経
済
生
活
」
と
遷
し
て
「
政
治
生
活
以
上
に
経
済
生
活

で
克
服
が
至
急
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
」
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、

令
を
出
し
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
文

運
動
開
始
直
前
の
三
月
二
九
日
、
朝
鮮
総
督
府
警
務

（
2
5
）

〈局
仝マが

…≒・≡三
PP

の
表
現
が
ロ
シ
ア
か
ら
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
赤
く
彩
ら
れ
た

筋
骨
た
く
ま
し
い
労
働
者
が
ポ
ス
タ
ー
に
措
か
れ
て
い
る
の
は
共

産
主
義
的
色
彩
を
帯
び
る
も
の
だ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
一
九
三

一
年
、
再
度
前
出
の
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
が
始
ま
り
、
一
九
三
五

年
に
朝
鮮
総
督
府
の
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
四
年
間
で
テ
キ

ス
ト
計
二
一
〇
万
部
配
布
、
九
万
八
五
九
八
人
の
参
加
を
み
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
植
民
地
下
朝
鮮
に
あ
っ
て
識
字
は
民

族
的
主
体
形
成
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
新
聞
社
社
主
の
ね
ら
い
と
参

加
学
生
側
の
意
図
が
異
な
っ
て
い
て
も
識
字
を
と
お
し
て
民
族
的

主
体
の
確
立
を
は
か
る
部
分
は
共
通
し
て
い
た
。
そ
こ
に
こ
そ
、

『
朝
鮮
日
報
』
　
『
東
亜
日
報
』
　
の
テ
キ
ス
ト
が
総
計
で
三
〇
〇
万
部

を
超
え
て
配
布
さ
れ
た
最
大
の
理
由
が
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
は
こ

れ
に
対
し
て
弾
圧
を
加
え
、
最
終
的
に
禁
止
令
に
よ
っ
て
朝
鮮
で

の
識
字
運
動
を
つ
ぶ
す
が
、
そ
れ
ま
で
も
弾
圧
は
恒
常
的
で
あ
っ

た
。
一
九
三
一
年
、
一
四
二
カ
所
で
開
か
れ
た
　
『
東
亜
日
報
』
　
の

朝
鮮
語
講
習
会
で
は
一
一
カ
所
が
禁
止
さ
れ
、
第
二
回
　
（
一
九
三

二
年
）
　
以
降
、
最
終
の
第
四
回
　
（
一
九
三
四
年
）
　
ま
で
に
禁
止
あ

る
い
は
中
止
さ
れ
た
の
は
計
二
二
二
カ
所
を
数
え
た
。

こ
う
し
た
識
字
運
動
が
弾
圧
の
対
象
で
あ
っ
た
事
実
は
、
現
在

の
韓
国
の
文
解
運
動
で
も
語
ら
れ
な
い
史
実
だ
。
し
か
し
、
そ
の
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歴
史
が
解
放
後
の
韓
国
の
識
字
実
態
に
表
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

朝
鮮
語
を
抹
殺
す
る
動
き
の
中
で
日
本
語
を
奨
励
す
る
教
育
棟
関

が
誕
生
す
る
。
一
九
三
四
年
に
設
置
さ
れ
た
公
立
普
通
学
校
付
属

の
簡
易
学
校
が
代
表
的
で
、
「
日
本
国
民
精
神
、
日
本
語
の
読
み
、

書
き
、
話
し
の
能
力
、
職
業
に
対
す
る
能
力
」
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
一
九
四
二
年
に
は
一
六
八
〇
校
、
生
徒
数
一
一
万
七
二
一
一

人
を
数
え
た
。

二
　
韓
国
の
識
字
政
策
と
文
解
運
動

解
放
後
、
南
北
朝
鮮
の
文
解
運
動
は
独
立
国
家
建
設
の
た
め
の

国
民
教
育
運
動
と
し
て
展
開
す
る
。
本
稿
で
は
韓
国
の
み
の
状
況

を
記
述
す
る
が
、
解
放
直
後
の
非
識
字
率
と
し
て
は
一
二
歳
以
上

で
七
人
％
と
い
う
数
字
が
あ
る
。
八
〇
％
近
い
非
識
字
者
を
生
み

出
し
た
の
は
日
本
が
朝
鮮
語
教
育
に
弾
圧
を
か
け
、
「
文
盲
退
治

運
動
」
を
掲
げ
た
識
字
運
動
す
ら
も
禁
止
し
た
植
民
地
支
配
政
策

の
影
響
が
大
き
い
。

韓
国
で
は
解
放
後
、
南
朝
鮮
を
統
治
し
た
米
軍
政
庁
が
文
教
部

に
成
人
教
育
局
を
設
置
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
は
成
人
教
育
委

員
会
を
組
織
し
て
識
字
教
育
事
業
を
推
進
し
た
。
米
軍
政
時
代
の

主
要
な
教
育
政
策
に
つ
い
て
、
①
初
等
学
校
教
科
書
編
纂
事
業
及

び
普
及
、
②
民
主
教
育
理
念
の
普
及
の
た
め
の
教
師
再
教
育
講
習
、

③
複
線
型
学
制
を
六
・
三
二
二
・
四
制
の
単
線
型
学
制
に
改
鼠
－

－
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
次
に
、
④
文
盲
退
治
の
た
め
の
成

人
教
育
実
施
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
識
字
教
育
は
当
時
の
政
府
に

と
っ
て
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。

成
人
教
育
局
は
一
九
四
六
年
六
月
に
は
成
人
教
育
協
議
会
に
改

編
さ
れ
、
成
人
教
育
担
当
者
の
養
成
に
乗
り
出
し
、
一
九
四
七
年

ま
で
に
三
回
の
講
習
会
で
三
六
四
人
　
（
う
ち
女
性
一
〇
四
人
）
　
が

受
講
し
た
。
こ
れ
ら
成
人
教
育
担
当
者
は
市
や
郡
、
面
、
里
、
洞

単
位
に
国
語
普
及
所
を
設
置
し
、
三
カ
月
単
位
で
識
字
教
育
を
行

っ
た
。
一
九
四
六
、
四
七
年
の
講
習
会
総
計
は
四
万
六
〇
九
三
回

に
及
び
、
受
講
生
の
数
は
二
三
九
万
五
四
八
一
人
に
達
し
た
。
国

を
あ
げ
て
の
国
文
普
及
運
動
に
よ
り
、
解
放
直
後
七
人
％
あ
っ
た

非
識
字
率
が
四
二
％
に
減
少
し
た
と
さ
れ
る
。

行
政
の
公
民
学
校
設
立
も
識
字
率
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
六
年
五
月
「
公
民
学
校
設
置
要
領
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
国
民
学
校
に
就
学
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
が
入
学
し
た
。
二

年
な
い
し
三
年
で
初
等
基
礎
教
育
課
程
を
履
修
す
る
カ
リ
エ
ラ
ム

で
あ
り
、
少
女
科
、
成
年
科
、
補
修
科
に
組
織
さ
れ
、
一
九
四
六
、

四
七
年
の
二
年
間
で
一
六
二
万
八
七
六
人
が
受
講
し
た
。
「
解
放

後
の
文
解
教
育
運
動
に
非
常
に
大
き
い
貢
献
を
し
た
の
が
公
民
学

校
設
立
と
運
営
だ
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
人
年
八
月
一
五
日
、
韓
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
が
、
非

部落解放研究抽．1622005．2
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識
字
克
服
は
継
続
し
た
課
題
で
あ
り
、
成
人
教
育
で
は
公
民
教
育

部
門
で
国
文
普
及
班
が
三
〇
歳
以
上
の
教
育
を
担
当
す
る
な
ど
、

教
育
組
織
上
で
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

朝
鮮
戟
争
で
の
混
乱
か
ら
国
家
レ
ベ
ル
で
の
識
字
教
育
運
動
の

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
一
九
五
四
年
か
ら
五
年
計
画
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
前
年
の
一
九
五
三
年
段
階
で
す
で
に
国
民
学
校

国
文
普
及
班
を
通
し
た
識
字
教
育
を
行
い
、
八
四
万
部
の
教
材
を

印
刷
、
配
布
し
た
。
一
九
五
四
年
～
五
八
年
ま
で
の
五
年
で
計
五

三
九
万
四
四
一
五
人
が
学
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
非
識
字
者
は
四
・

一
％
　
（
文
教
部
調
べ
）
　
に
減
少
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
識
字
率
の
向
上
で
国
家
に
よ
る
識
字
政
策
は
姿
を
消
す
。

一
方
で
一
九
五
〇
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
義
務
教
育
は
一
九
六
〇
年

以
降
一
〇
〇
％
近
い
就
学
率
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
前
掲
ぺ
ク
・

チ
ョ
ン
ジ
ュ
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
就
学
率
は
、
一
九
五
四
年
に
八

二
・
五
％
、
一
九
五
五
年
に
八
九
・
五
％
、
一
九
五
六
年
に
八
九
・

九
％
、
一
九
五
七
年
に
九
一
一
％
、
一
九
五
八
年
に
九
二
・
五

％
、
一
九
五
九
年
に
九
六
・
四
％
と
推
移
し
て
い
る
。
一
九
六
〇

年
以
降
は
九
〇
％
台
後
半
の
数
字
が
常
態
で
あ
る
。
ペ
ク
・
チ
ョ

ン
ジ
ュ
が
言
う
よ
う
に
「
一
〇
〇
％
近
い
就
学
率
」
だ
と
す
る
と

非
識
字
者
は
現
れ
な
い
は
ず
だ
。
で
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
非
識

字
の
苦
痛
か
ら
二
〇
歳
代
女
性
が
自
殺
し
た
事
実
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。
ペ
ク
は
統
計
と
現
実
の
禿
離
を
「
政
府
の
方
針
に
よ
り

学
校
に
就
学
さ
せ
る
の
だ
が
、
実
際
に
ま
っ
た
く
学
校
に
通
え
な

か
っ
た
り
、
中
退
し
た
場
合
　
（
三
〇
～
四
〇
代
女
性
の
場
合
初
等
学

校
中
退
率
が
相
当
高
い
）
　
は
統
計
上
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
」
と
分

析
し
て
い
る
。

義
務
教
育
実
施
後
も
非
識
字
者
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
事
実

は
、
憲
法
で
謳
う
義
務
教
育
に
お
け
る
国
民
の
権
利
が
十
分
に
保

障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
時
に
、
憲
法
で
も

保
障
さ
れ
た
生
涯
教
育
　
（
韓
国
で
は
平
生
教
育
と
呼
ぶ
）
　
で
識
字

教
育
の
必
要
性
が
背
後
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
も
意
味
す

る
。
韓
国
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
は
社
会
教
育
の
普
及
を
通
じ

て
教
育
の
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
目
的
か
ら
、
大
学
を
は
じ
め
と
し

て
政
府
機
関
、
企
業
体
な
ど
で
社
会
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
様
化

し
て
い
く
状
況
を
み
せ
た
が
　
（
具
体
的
に
は
、
大
学
で
の
生
涯
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
マ
ス
コ
ミ
や
百
貨
店
で
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

放
送
通
信
大
学
、
大
企
業
内
の
大
学
院
教
育
課
程
、
公
務
員
教
育

な
ど
）
、
社
会
的
底
辺
の
人
た
ち
に
対
す
る
基
礎
教
育
が
な
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
か
ら
の
五
カ
年
の
識
字
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了

し
て
以
降
、
識
字
運
動
を
担
っ
た
の
は
宗
教
団
体
　
（
キ
リ
ス
ト
教

や
仏
教
な
ど
）
　
に
よ
る
識
字
教
室
や
一
九
〇
七
年
誕
生
の
馬
山
労

働
夜
学
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
各
地
の
夜
学
、
そ
し
て
公
民
学
校
、

地
域
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。
行
政
の
補
助
金
が
出
た
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わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
二
年
夏
の
日
韓
識
字
交
流
で
、
日
本
側

の
夜
間
中
学
生
・
教
師
な
ど
の
一
行
が
訪
れ
た
安
養
市
民
大
学

は
、
ビ
ル
の
三
、
四
階
を
借
り
て
約
四
〇
〇
人
の
生
徒
が
週
五
日
、

午
前
・
午
後
と
授
業
を
受
け
て
い
た
が
、
約
一
億
ウ
ォ
ン
　
（
日
本

円
に
し
て
約
一
千
万
円
）
　
の
運
営
経
費
は
自
費
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
こ
の
自
立
の
営
み
に
驚
い
た
わ
け

だ
が
、
識
字
教
育
に
対
し
て
無
理
解
な
国
家
の
教
育
機
能
を
民
衆

教
育
運
動
が
代
替
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
解
放
後
の
民
衆
教
育
運
動
の
中
軸
で
あ
る
夜
学
の
あ
ゆ

み
を
紹
介
し
た
い
。
朝
鮮
戟
争
で
一
旦
途
絶
え
て
い
た
夜
学
は
テ

ン
ト
を
張
っ
て
教
室
を
開
い
た
こ
と
か
ら
「
天
幕
夜
学
」
と
呼
ば

れ
た
。
学
校
数
青
か
ら
疎
外
さ
れ
た
人
た
ち
が
学
ぶ
非
正
規
の
学

校
と
し
て
義
務
教
育
修
了
認
定
の
検
定
試
験
教
育
を
担
う
例
が
大

勢
を
占
め
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
劣
悪
な
労
働
条
件
改

善
を
求
め
全
泰
壱
　
（
韓
国
で
は
全
泰
壱
烈
士
と
呼
ぶ
）
　
焼
身
自
殺

事
件
が
起
き
た
。
韓
国
社
会
が
転
換
期
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る

象
徴
的
事
件
で
あ
り
資
本
主
義
社
会
で
の
諸
矛
盾
を
露
［
王
し
た
悲

劇
だ
が
、
夜
学
で
も
こ
の
時
期
、
「
検
定
試
験
教
育
は
大
部
分
の

年
少
労
働
者
夜
学
生
の
苦
痛
を
根
本
的
に
解
決
で
き
な
い
」
と
い

う
反
省
が
起
き
た
。

以
降
、
夜
学
は
な
お
検
定
試
験
教
育
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
も

の
の
、
生
活
知
識
、
教
養
教
育
を
盛
り
込
ん
だ
「
生
活
夜
学
」
や
、

労
働
法
な
ど
も
学
ぶ
　
「
労
働
夜
学
」
と
呼
ば
れ
る
多
様
な
形
態
が

出
現
し
た
。
朴
正
解
大
統
領
に
よ
る
一
九
七
二
年
の
維
新
体
制

以
後
、
民
主
化
闘
争
で
大
学
を
追
わ
れ
た
学
生
た
ち
は
、
民
衆
志

向
か
ら
夜
学
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
七
〇
年
代
末
に
は

民
衆
教
育
を
実
践
、
理
論
化
し
た
パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
の
思
想
の

影
響
を
受
け
、
「
意
識
化
教
育
理
論
」
と
も
名
づ
け
ら
れ
た
岨
噂

化
が
図
ら
れ
た
。
夜
学
活
動
家
や
大
学
生
の
間
で
パ
ウ
ロ
・
プ
レ

イ
レ
の
研
究
会
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
五
月
一
七
日
の
光
州
民
衆
抗
争
が
韓
国
社
会
で
民

主
化
の
　
「
原
点
」
と
さ
れ
る
が
、
全
斗
喚
政
権
下
の
民
主
化
運

動
は
様
々
な
規
制
の
も
と
外
面
的
に
は
縮
小
を
み
せ
た
。
し
か
し
、

運
動
内
部
で
は
質
的
に
発
展
を
み
せ
た
と
さ
れ
る
。
夜
学
運
動
で

は
一
九
八
〇
年
二
月
五
日
に
全
国
的
な
組
織
で
あ
る
全
国
夜
学
協

議
会
が
結
成
さ
れ
る
も
の
の
、
四
カ
月
後
の
六
月
に
は
解
体
し
、

夜
学
の
数
も
減
少
し
た
も
の
の
、
夜
学
の
内
実
を
問
う
質
的
な
深

ま
り
が
み
ら
れ
た
。
基
督
教
夜
学
連
合
会
は
　
「
（
夜
学
の
運
動
が
ー

引
用
者
）
　
社
会
大
衆
も
し
く
は
一
般
労
働
者
に
対
す
る
政
治
的
啓

蒙
、
主
体
的
意
識
化
が
目
標
な
の
か
、
労
働
運
動
家
を
養
成
す
る

た
め
の
教
育
な
の
か
、
学
生
運
動
の
外
部
の
活
動
な
の
か
、
あ
る

い
は
地
域
労
働
者
の
中
で
行
わ
れ
る
独
立
し
た
知
識
青
年
運
動
な

の
か
、
労
働
者
自
身
が
現
場
の
問
題
解
決
を
や
る
意
志
と
誇
り
を

も
っ
て
い
る
の
か
」
と
し
て
、
具
体
的
な
論
議
が
発
生
し
た
と
当
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時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
積
み
重
ね
、
運
動
の

蓄
積
が
あ
っ
て
こ
そ
、
韓
国
の
文
解
運
動
が
単
な
る
文
字
の
読
み

書
き
で
は
な
く
、
地
域
の
社
会
的
問
題
に
取
り
組
む
運
動
へ
と
流

れ
込
ん
だ
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
公
教
育
の
補
完
機
能
と

し
て
検
定
試
験
教
育
を
担
う
識
字
活
動
も
一
方
で
夜
学
は
担
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

三
　
対
抗
軸
か
ら
「
制
度
」
化
を
勝
ち
取
る
運
動
へ

一
九
八
〇
年
中
盤
ご
ろ
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
な
ど
で
韓
国
で

は
国
際
的
に
社
会
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
文
解
教
育
の
広
報

や
事
業
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
刺
激
を
得
て
、
社
会
教
育
関
係
の

学
者
が
文
解
教
育
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
展
開

で
は
、
一
九
八
七
年
に
ユ
ネ
ス
コ
韓
国
委
員
会
が
「
す
べ
て
の
人

の
た
め
の
教
育
計
画
」
を
策
定
し
て
国
内
委
員
会
の
活
動
が
始
ま

り
、
国
際
識
字
年
の
一
九
九
〇
年
に
は
韓
国
文
解
教
育
協
会
が
設

立
さ
れ
、
広
報
や
実
務
者
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
国
際
的
な
潮
流
が
韓
国
で
の
識
字
運
動
に
対
し
て
刺

激
を
与
え
た
側
面
は
た
し
か
に
あ
る
が
、
民
衆
教
育
運
動
が
牽
引

し
た
夜
学
運
動
、
各
地
の
識
字
教
室
の
活
動
は
国
際
的
動
向
に
受

身
的
に
反
応
し
た
の
で
は
な
く
、
文
解
運
動
の
方
向
性
を
示
す
共

同
体
指
向
　
（
地
域
社
会
で
の
識
字
以
外
の
社
会
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
）
　
に
結
実
し
て
い
く
の
が
特
徴
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
夜
学
の
全

国
組
織
化
　
（
一
九
九
七
年
全
国
夜
学
協
議
会
連
帯
創
立
、
二
〇
〇
〇

年
全
国
夜
学
協
議
会
に
名
称
変
更
）
、
全
国
の
文
解
教
育
団
体
の
組

織
化
　
（
一
九
九
九
年
全
国
文
解
成
人
基
礎
教
育
協
議
会
（
以
下
、
全

文
協
と
略
）
　
の
創
立
）
　
が
進
む
。
さ
ら
に
は
二
〇
〇
四
年
二
月
、

韓
国
の
文
解
運
動
、
教
育
団
体
が
大
同
団
結
し
て
、
全
国
規
模
の

文
解
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
韓
国
文
解
基
礎
教
育
連
合
会
が
誕
生

す
る
。
こ
れ
は
、
共
同
体
指
向
の
広
が
り
、
つ
ま
り
韓
国
・
民
主

化
の
基
底
に
文
解
運
動
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
示
す
。

韓
国
政
府
の
非
識
字
者
実
態
把
握
だ
が
、
全
国
的
な
調
査
を
一

九
五
人
年
以
降
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
一
九
七
五
年
国
勢
調
査

で
は
非
識
字
率
を
八
・
五
％
と
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
記
録
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
一
九
八
〇
年
代
の
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
国
際
的
な
各

種
続
計
資
料
で
は
、
あ
る
時
は
三
・
五
％
、
あ
る
時
は
二
・
七
％

と
報
告
し
、
「
虚
像
の
演
出
を
し
た
」
と
批
判
す
る
研
究
者
も
い

る
ほ
ど
だ
。
一
九
七
五
年
国
勢
調
査
以
降
、
何
ら
か
の
識
字
問
題

解
決
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
裏
づ
け
ら
れ
る
数
字

な
の
だ
が
、
何
ら
の
施
策
も
な
く
現
在
に
至
っ
た
か
ら
だ
。
「
O

E
C
D
の
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
多
く
の
国
家

が
自
国
の
成
人
非
識
字
率
を
二
〇
％
か
ら
二
五
％
近
い
高
率
に
報

告
し
て
い
る
の
と
対
照
的
だ
」
と
、
「
非
識
字
終
結
論
」
を
打
ち

出
し
て
き
た
政
府
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
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最
近
で
は
二
〇
〇
二
年
末
実
施
の
韓
国
教
育
開
発
院
の
調
査
が

あ
㌃
。
満
一
九
歳
以
上
の
成
人
三
〇
〇
〇
人
を
全
国
か
ら
抽
出
し
、

初
等
学
校
六
年
生
水
準
の
問
題
で
八
〇
点
　
（
一
〇
〇
点
満
点
）
　
以

下
を
非
識
字
に
分
類
し
た
結
果
、
成
人
四
人
中
一
人
が
非
識
字
で

あ
っ
た
。
そ
の
数
は
七
五
七
人
、
二
五
・
二
％
を
数
え
た
。
全
く

読
み
書
き
が
で
き
な
い
完
全
非
識
字
者
は
二
三
五
名
、
八
・
四
％

に
も
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
識
字
状
況
に
対
し
て
運
動
体
・
全
文
協

は
す
で
に
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
出
し

た
「
二
〇
〇
三
年
文
解
学
習
権
保
障
を
促
す
共
同
体
首
三
一
一
口
」
が
そ

れ
で
あ
り
、
文
解
教
育
の
立
法
化
、
文
解
教
育
の
制
度
的
整
備
な

ど
を
謳
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
対
抗
軸
と
し
て
の
運

動
が
制
度
化
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
画
期
的
首
毒
口
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

全
文
協
は
二
〇
〇
二
年
、
〇
三
年
と
全
国
夜
間
校
中
学
研
究
大

会
に
参
加
、
〇
四
年
七
月
に
、
教
師
・
生
徒
な
ど
二
一
人
が
来
日
、

日
韓
識
字
共
同
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
被
差
別
部
落
の
識
字
教
室

と
交
流
し
、
夜
間
中
学
も
訪
問
し
た
。
日
本
側
も
二
〇
〇
二
年
、

〇
三
年
夏
に
夜
間
中
学
の
教
師
ら
が
訪
韓
、
識
字
教
室
な
ど
で
交

流
し
た
。
二
〇
〇
二
年
夏
の
交
流
後
、
日
本
側
が
刊
行
し
た
冊
子

で
　
「
市
民
大
学
　
（
安
養
市
民
大
学
－
引
用
者
注
）
　
の
元
気
さ
の
元

は
何
か
、
日
本
の
識
字
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
を
明
ら
か

に
し
た
い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
韓
国
の
文

解
運
動
の
歴
史
的
歩
み
か
ら
そ
の
答
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
日
帝
時
代
は
民
族
的
主
体
を
築
く
こ
と
が
識
字
運
動
の
大

き
な
役
目
で
あ
っ
た
し
、
解
放
後
は
識
字
施
策
な
き
国
家
の
代
替

役
と
い
っ
て
も
い
い
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
対
抗
軸
と
し
て
の

文
解
運
動
の
伝
統
が
、
四
〇
〇
人
の
生
徒
が
学
ぶ
教
室
を
自
前
で

や
り
遂
げ
、
生
徒
出
身
の
教
師
を
必
ず
育
成
し
、
全
文
協
で
教
師

育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
を
実
施
す
る
ま
で
に
活
動
を
発
展
さ
せ

た
。
ま
た
非
識
字
者
に
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
実
態
に
対
し
て
、

女
性
対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

形
式
的
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
日
本
な
ら
自
主
夜
間
中
学
に
相
当

す
る
韓
国
の
文
解
運
動
だ
が
、
担
っ
て
き
た
歴
史
も
、
お
か
れ
て

き
た
状
況
も
あ
ま
り
に
違
う
。
自
主
夜
中
の
多
く
は
公
立
夜
間
中

を
目
途
（
公
立
化
）
　
と
す
る
運
動
で
あ
る
。
全
文
協
が
「
識
字
先

進
国
日
本
」
と
呼
ぶ
の
は
公
立
夜
間
中
学
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。

日
本
は
公
立
夜
間
中
学
が
ど
れ
だ
け
海
外
で
評
価
さ
れ
て
い
る
か

を
認
識
す
べ
き
な
の
だ
。
一
方
、
韓
国
で
自
ら
を
制
度
化
の
対
象

に
す
る
ま
で
の
文
解
運
動
を
築
き
上
げ
る
に
は
、
す
で
に
公
立
化

さ
れ
た
夜
間
中
学
が
存
在
す
る
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

運
動
側
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
結
集
力
を
持
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
が
「
市
民
大
学
の
元
気
さ
の
元
は
何
か
」

と
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
迫
力
の
源
で
あ
ろ
う
。

韓
国
の
民
主
化
の
軌
跡
に
お
い
て
は
「
対
抗
軸
」
が
キ
ー
ワ
ー
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ド
だ
ろ
う
。
日
帝
へ
の
　
「
対
抗
軸
」
と
し
て
民
族
解
放
闘
争
が
、

解
放
後
は
軍
事
独
裁
政
権
へ
の
　
「
対
抗
軸
」
と
し
て
民
主
化
闘
争

が
継
続
し
た
。
圧
倒
的
な
権
力
を
誇
っ
た
日
帝
も
軍
事
政
権
も
崩

壊
L
た
。
「
対
抗
軸
」
を
築
い
て
き
た
民
主
化
運
動
は
、
一
九
八

〇
年
五
月
一
八
日
の
光
州
民
衆
抗
争
を
へ
て
、
実
質
的
に
全
斗
換

政
権
を
打
倒
し
た
一
九
八
七
年
六
月
民
衆
大
闘
争
で
民
主
主
義
を

一
気
に
手
繰
り
寄
せ
た
。
「
国
民
の
政
府
」
を
標
模
し
た
金
大
中

政
権
を
へ
て
、
「
参
与
の
政
府
」
慮
武
鉱
政
権
に
今
あ
る
。
そ
の

大
き
な
流
れ
の
中
に
韓
国
の
文
解
運
動
は
あ
る
。
全
文
協
は
二
〇

〇
三
年
七
月
、
青
瓦
台
行
政
担
当
者
と
懇
談
、
二
〇
〇
四
年
に
は

情
報
通
信
部
な
ど
が
文
解
教
育
棟
関
で
予
算
一
八
億
九
〇
〇
〇
万

ウ
ォ
ン
か
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
習
得
の
教
育
事
業
を
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
全
文
協
は
指
導
者
育
成
に
と
っ
て
「
民
主
市
民
教

育
と
し
て
の
文
解
教
育
」
　
の
重
要
性
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
文
解

も
入
っ
た
と
い
え
る
。

注（
1
）

過
去
に
使
わ
れ
た
「
文
盲
」
と
い
う
言
葉
は
、
ど
こ
ま
で
も
該

教
育
の
現
場
で

韓
国

こ・こ．語

を

学
ぶ

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
新
渡
韓
者
と
の

出
会
い
を
語
っ
て
い
る
。
日
本
の
公
立
夜
中
は
、
ま
ず
日
本
が
識

字
の
機
会
を
奪
っ
た
と
い
う
厳
然
た
る
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
社
会
教
育
と
学
校
数
育
と
い
う
拠
っ
て
立

つ
制
度
は
異
な
っ
て
も
、
と
も
に
「
民
主
教
育
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

の
中
の
文
解
／
識
字
運
動
、
そ
し
て
法
（
文
解
／
識
字
・
基
礎
教

育
支
援
法
（
仮
）
）
　
制
定
と
い
う
目
標
を
共
有
す
る
日
韓
識
字
交
流

の
今
後
は
、
テ
ー
マ
を
個
別
化
し
て
議
論
を
深
め
て
い
く
段
階
に

当
者
を
無
能
力
者
と
み
る
否
定
的
な
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

非
文
解
と
い
う
用
語
が
韓
国
で
は
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
用
い
ら

れ
て
い
る
。
「
字
を
知
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
文
解
」
は
文
章
解

読
、
文
化
理
解
能
力
、
文
化
的
解
放
に
進
む
こ
と
ま
で
も
意
味
す

る
。
「
文
解
」
と
い
う
用
語
を
は
じ
め
て
使
用
し
た
黄
宗
建
は
自

ら
の
著
で
　
「
文
解
段
階
に
到
達
し
た
人
は
少
な
く
と
も
今
日
の
日

刊
新
聞
を
不
便
な
く
読
め
て
同
程
度
の
文
章
を
自
ら
の
意
志
を
表

現
で
き
る
」
（
尊
書
召
『
斗
司
正
号
句
可
官
卑
ゼ
瑚
』
召
型
斗
［
『
社

会
教
育
の
理
念
と
実
際
』
　
チ
ョ
ン
ミ
ン
社
］
一
九
九
四
年
、
二
〇

四
頁
）
　
と
規
定
し
て
い
る
。
安
養
市
民
大
学
校
長
　
（
当
時
）
　
の
蔦

稀
は
さ
ら
に
意
味
を
深
め
て
「
文
解
教
育
は
　
『
文
字
の
理
解
』
　
か

ら
出
発
し
て
　
『
文
化
理
解
』
　
へ
、
さ
ら
に
進
ん
で
　
『
文
化
解
放
』

ま
で
続
け
る
三
段
階
の
過
程
を
刻
む
。
即
ち
、
文
化
的
に
疎
外
さ

れ
た
女
性
個
人
が
存
在
論
的
な
『
抑
圧
』
か
ら
『
解
放
』
さ
れ
て
、

『
す
べ
て
の
抑
圧
』
　
を
解
き
放
っ
て
自
ら
が
主
人
と
な
る
運
動
」

（
「
用
望
セ
ロ
E
　
二
〇
〇
二
年
七
月
八
日
）
　
と
述
べ
て
い
る
。

（
2
）
　
朗
「
書
手
「
司
卑
弓
可
昔
嘲
句
増
句
召
旬
刊
瑚
朝
香
車
里
子

・
増
望
印
せ
せ
ユ
己
玉
音
合
せ
阜
〕
？
合
切
司
増
0
号
音
増
O
l
呈
」
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［
ペ
ク
・
チ
ョ
ン
ジ
ユ
「
低
学
力
非
文
解
女
性
の
経
験
世
界
の
研

究
－
成
人
対
象
の
朝
鮮
語
教
育
を
受
け
る
三
〇
～
四
〇
代
女
性
を

中
心
に
し
て
］
　
（
梨
花
女
子
大
学
校
大
学
院
修
士
論
文
、
二
〇
〇

一
年
）
　
六
～
七
頁
。

（
3
）
　
前
掲
朗
「
書
手
論
文
、
七
頁
。

（
4
）
　
高
野
雅
夫
『
ル
ン
プ
ロ
元
年
・
斗
召
［
チ
ャ
リ
ッ
プ
］
－
父
・

母
の
歴
史
［
う
ら
み
］
を
う
け
つ
ぎ
仇
打
ち
』
　
（
修
羅
書
房
、
一
九

七
五
年
）
　
か
ら
。
大
阪
で
の
夜
間
中
学
増
設
運
動
　
（
一
九
六
人
年

一
〇
月
一
一
日
～
一
九
六
九
年
六
月
八
日
）
　
で
は
「
大
阪
の
二
一

四
日
－
空
気
を
よ
こ
せ
」
　
（
二
八
三
頁
）
　
と
そ
の
間
の
運
動
を
象

徴
的
な
こ
と
ば
で
書
い
て
い
る
ほ
か
、
同
書
七
五
六
頁
所
収
の
新

聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
　
「
普
通
の
人
は
、
文
字
な
ん
て
空
気
の
よ
う

に
当
然
あ
る
も
の
だ
と
し
か
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
空

気
が
な
く
ち
ゃ
、
死
ん
じ
ゃ
う
ん
で
す
よ
」
　
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九

七
〇
年
一
月
一
一
日
）
　
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
）
　
朝
鮮
総
督
府
　
『
昭
和
五
年
朝
鮮
総
督
府
国
政
調
査
全
鮮
編
第
二

巻
記
述
報
告
』
　
二
七
四
頁
。
国
勢
調
査
で
は
「
朝
鮮
語
の
み
読
み

書
き
で
き
る
人
」
と
　
「
か
な
文
の
み
読
み
書
き
で
き
る
人
」
　
に
区

分
し
て
お
り
、
前
者
は
三
一
万
五
九
七
三
人
、
後
者
は
三
九
万
五

五
七
一
人
と
、
す
で
に
日
本
語
の
読
み
書
き
が
で
き
る
人
が
多
い

状
況
が
お
き
て
い
た
　
（
同
二
七
四
頁
）
。
な
お
国
勢
調
査
で
の
識

字
内
容
の
統
計
区
分
は
①
か
な
及
び
朝
鮮
語
（
原
文
は
諺
文
）
を

読
み
書
き
得
る
者
②
か
な
の
み
読
み
書
き
得
る
者
③
朝
鮮
語
の
み

読
み
書
き
得
る
者
④
か
な
、
朝
鮮
語
と
も
読
み
書
き
得
ざ
る
者
－

に
四
区
分
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
朝
鮮
総
督
府
前
掲
書
、
二
七
四
、
二
七
五
頁
。
男
性
の
非
識
字

率
は
六
二
・
八
九
％
だ
っ
た
。

（
7
）
可
司
手
「
昔
嘲
オ
司
書
瑠
召
0
言
司
菅
中
里
月
」
（
召
号
音
胡
・

増
里
　
可
主
立
阜
召
句
司
『
昔
嘲
車
中
せ
一
N
0
0
〕
せ
　
玉
音
司
書
・

脊
倒
せ
合
判
尋
』
［
李
ヒ
ス
「
文
解
価
値
論
の
定
立
を
志
向
し
て
」

全
国
文
解
・
成
人
基
礎
教
育
協
議
会
編
　
『
文
解
の
大
い
な
る
広
場

－
二
〇
〇
三
年
教
育
平
等
・
素
晴
ら
し
い
人
生
の
た
め
』
］
　
二
〇

〇
四
年
所
収
）
、
一
三
頁
。
こ
の
論
文
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二

六
日
に
開
催
さ
れ
た
　
「
文
解
学
習
権
保
障
の
た
め
の
政
策
提
案
文

解
の
大
い
な
る
広
場
」
　
（
主
催
・
全
国
文
解
・
成
人
基
礎
教
育
協

議
会
）
　
で
発
表
さ
れ
た
。

（
8
）
　
瑠
召
彗
「
昔
斗
旦
音
0
言
　
音
単
　
音
吾
瑚
号
ヰ
　
望
吾
0
丁
音
」
　
（
瑠

召
彗
望
L
G
せ
甘
望
呈
」
瑚
せ
　
［
チ
ョ
ン
∴
ン
ン
ソ
ク
「
文
字
普
及

を
通
し
た
農
村
啓
蒙
と
民
族
運
動
」
　
『
文
字
普
及
運
動
教
材
』
　
L

G
サ
ン
ナ
ム
言
論
財
団
］
一
九
九
九
年
所
収
）
、
一
〇
頁
の
中
で

紹
介
さ
れ
た
せ
瑚
喜
「
1
召
4
嘲
「
せ
　
喜
嘲
卑
　
印
書
昔
卑
O
下
寺
」

（
『
せ
尋
司
』
　
［
安
在
鴻
「
一
千
四
百
万
の
非
識
字
者
と
大
衆
文
化

運
動
」
　
『
三
千
里
』
］
一
九
三
一
年
九
月
号
所
収
－
筆
者
未
見
）
　
の

就
学
率
に
よ
る
。
た
だ
し
こ
の
就
学
率
の
典
拠
資
料
が
わ
か
ら
な

部落解放研究NG1622005．2



48

い
の
に
対
し
て
佐
野
通
夫
「
教
育
の
支
配
と
植
民
地
の
支
配
－
植

民
地
朝
鮮
に
お
け
る
就
学
率
・
志
望
者
数
の
変
遷
と
政
策
的
対
応

－
」
（
『
平
成
四
・
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
A
）
研
究

成
果
報
告
書
』
研
究
代
表
阿
部
洋
、
一
九
九
四
年
所
収
）
に
よ
れ

ば
、
『
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
や
古
川
宣
子
「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お

け
る
初
等
教
育
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
一
六
号
所
収
）
な
ど
か
ら

一
九
三
〇
年
度
推
定
学
齢
児
三
二
〇
万
人
七
五
一
人
、
就
学
児
童

四
六
万
四
七
六
九
人
を
算
出
し
て
い
る
（
五
五
頁
）
。
就
学
率
は

一
四
・
四
人
％
に
な
る
。

（
9
）
瑠
召
彗
前
掲
論
文
〓
○
頁
）
に
よ
る
。
一
九
三
〇
年
の
朝
鮮

の
人
口
を
二
〇
四
三
万
人
と
記
述
し
て
お
り
、
非
識
字
率
六
八
・

五
％
は
筆
者
が
計
算
し
た
。

（
10
）
一
九
四
三
年
か
ら
四
六
年
の
第
一
次
朝
鮮
人
初
等
教
育
普
及
拡

充
計
画
で
就
学
義
務
化
を
謳
っ
た
が
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
実
現
に

至
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
絵
督
府
は
四
次
の
教
育
施
行
令
を
出
し
て

き
た
。
最
初
の
第
一
次
朝
鮮
教
育
令
（
一
九
一
一
年
）
で
は
「
朝

鮮
二
於
ケ
ル
朝
鮮
人
ノ
教
育
ハ
本
令
二
依
ル
」
（
第
一
条
）
と
規

定
す
る
よ
う
に
日
本
人
の
教
育
と
は
別
と
し
た
。
第
二
次
朝
鮮
教

育
令
（
一
九
二
二
年
）
は
三
・
一
独
立
運
動
後
に
打
ち
出
さ
れ
た

融
和
策
で
、
四
年
生
の
普
通
学
校
が
六
年
生
に
、
中
学
校
は
五
年

生
な
ど
に
改
め
ら
れ
大
学
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
激
し
い
反
日
感
情
に
対
す
る
懐
柔
政
策
だ
っ
た
。
第
三
次
朝

鮮
教
育
令
（
一
九
三
人
年
）
　
で
は
普
通
学
校
が
小
学
校
、
高
等
普

通
学
校
が
中
学
校
、
女
子
普
通
学
校
が
女
学
校
と
日
本
人
の
学
校

と
名
称
が
統
一
さ
れ
た
。
第
四
次
朝
鮮
教
育
令
（
一
九
四
三
年
）

で
は
学
校
教
育
を
全
面
的
に
軍
事
目
的
で
奉
仕
さ
せ
る
改
訂
を
行

っ
た
。
朝
鮮
人
児
童
へ
の
公
教
育
義
務
化
の
ね
ら
い
は
戦
争
遂
行

の
皇
民
化
教
育
で
あ
り
、
「
同
教
育
令
は
戦
争
遂
行
の
た
め
の
皇

民
化
教
育
を
媒
介
と
し
て
韓
国
人
音
少
年
を
し
て
侵
略
戦
争
に
動

員
し
韓
国
人
音
少
年
の
肉
体
、
知
識
、
技
術
な
ど
を
全
面
的
に
利

用
し
よ
う
と
し
た
」
　
（
鄭
在
哲
『
日
帝
の
対
韓
国
権
民
地
政
策
史
』

一
志
社
、
一
九
八
五
年
、
一
五
一
頁
）
　
わ
け
で
、
就
学
の
義
務
化

が
達
成
さ
れ
て
い
た
か
否
か
を
正
否
の
基
準
と
し
て
植
民
地
下
で

の
朝
鮮
人
教
育
を
論
じ
る
こ
と
は
教
育
の
ね
ら
い
を
見
誤
る
。
皇

国
臣
民
化
、
侵
略
戟
争
動
員
と
い
う
ね
ら
い
が
義
務
化
を
計
画
さ

せ
た
本
質
だ
か
ら
だ
。
「
一
九
三
人
年
の
　
『
（
第
三
次
）
朝
鮮
教
育

令
』
　
は
、
志
願
兵
制
度
と
対
に
し
て
出
ぎ
れ
、
戦
時
下
朝
鮮
教
育

会
の
雑
誌
『
文
教
の
朝
鮮
』
　
は
　
『
校
門
は
営
門
に
通
じ
る
』
と
呼

号
し
、
植
民
地
過
程
初
期
の
民
衆
の
危
倶
は
そ
の
ま
ま
に
、
現
出

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
営
門
　
（
軍
隊
）
　
を
背
景
に
も

っ
て
の
教
育
で
あ
っ
た
。
日
本
植
民
地
統
治
の
崩
壊
と
共
に
、
そ

の
脅
威
は
崩
れ
、
新
し
い
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
た
」
　
（
佐
野
通

夫
前
掲
論
文
六
〇
頁
）
　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
『
朝
鮮
教
育
要
覧
　
大
正
十
五
年
』
　
（
一
九
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二
六
年
）
で
は
「
現
在
書
堂
は
暫
次
改
善
を
加
う
る
も
の
を
見
る

に
至
り
国
語
、
算
術
の
如
き
を
致
ふ
る
も
の
あ
り
。
或
は
公
立
普

通
学
校
と
連
絡
を
と
り
、
或
は
講
習
会
に
出
席
し
時
代
に
順
応
せ

ん
と
す
る
も
の
あ
る
に
至
れ
り
」
（
一
四
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
『
朝
鮮
教
育
要
覧
大
正
十
五
年
』
〓
九

二
六
年
）
で
「
書
堂
累
年
比
較
表
」
中
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）

年
～
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
ま
で
の
書
堂
数
、
職
員
数
、
生

徒
数
を
載
せ
て
い
る
。
最
も
生
徒
が
多
か
っ
た
の
は
一
九
二
二
（
大

正
一
一
）
年
の
二
九
万
八
〇
六
七
人
。

（
13
）
『
東
亜
日
報
』
一
九
三
人
年
六
月
二
四
日
報
道
。

（
1
4
）
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
九
年
八
月
一
〇
日
。

（
1
5
）
Ot
卑
2
1
更
召
早
「
せ
号
O

t
卑
斗
」
（
『
O

t
卑
2
1
』
瑚
二
王
［
夜
学

2
1
編
集
部
「
韓
国
夜
学
史
」
『
夜
学
2
1
』
第
一
号
］
一
九
九
八
年

九
月
）
か
ら
。

（
16
）
孫
仁
鉄
『
韓
国
教
育
史
』
（
文
音
社
、
一
九
八
七
年
）
六
六
七
頁
。

鄭
世
鉱
『
抗
日
学
生
民
族
運
動
史
研
究
≡
一
志
社
、
一
九
七
五
年
）

で
は
「
抵
抗
的
学
生
文
化
運
動
」
の
項
で
「
民
衆
啓
発
運
動
」
に

ふ
れ
、
「
民
族
言
論
の
後
ろ
盾
を
受
け
て
非
識
字
層
の
目
覚
め
を

は
か
り
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
啓
蒙
運
動
を
学
生
が
担
当
、
遂
行

し
た
が
現
れ
た
事
実
は
抗
日
学
生
が
始
め
た
平
和
的
運
動
の
一
形

態
と
い
え
る
」
（
四
六
九
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
1
7
）
瑠
召
句
前
掲
論
文
、
一
〇
頁
。

（
柑
）
　
瑠
召
彗
前
掲
論
文
、
一
四
頁
。

（
1
9
）
　
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
九
日
四
面
で
は
記
事
頁
を

埋
め
て
「
本
社
主
催
文
字
普
及
班
活
動
成
績
　
九
百
班
員
奉
仕
的

努
力
　
蔓
五
百
人
文
字
獲
得
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
報
じ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
九
日
四
面
。

（
2
1
）
　
瑠
召
雪
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

（
2
2
）
鄭
世
錠
前
掲
書
、
四
六
五
～
四
六
六
頁
。
「
文
字
普
及
運
動
に
参

加
し
た
学
校
と
人
員
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
2
3
）
　
朴
巌
義
「
望
瑚
料
由
．
望
可
－
号
斗
瑠
司
」
　
［
「
日
帝
下
の
言
語
、

文
字
政
策
」
］
　
（
高
大
亜
細
亜
問
題
研
究
所
『
日
帝
文
化
侵
奪
史
』

玄
音
社
、
一
九
八
二
年
所
収
）
　
二
九
四
頁
。

（
2
4
）
　
孫
仁
錬
前
掲
書
『
韓
国
教
育
史
』
、
一
三
三
頁
。

（
2
5
）
　
『
東
亜
日
報
』
一
九
二
八
年
三
月
二
九
日
二
面
に
は
「
寓
般
準
備

し
て
完
成
し
た
今
日
　
文
盲
退
治
宣
伝
突
然
中
止
　
昼
夜
わ
か
た

ぬ
努
力
も
一
朝
に
し
て
水
泡
　
ポ
ス
タ
ー
、
朝
鮮
語
原
本
す
べ
て

押
収
」
と
報
じ
た
。
し
か
し
こ
の
記
事
は
掲
載
不
許
可
に
な
り
、

該
当
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。

（
2
6
）
　
『
東
亜
日
報
』
一
九
二
八
年
三
月
二
九
日
二
面
ト
ッ
プ
記
事
は
削

除
さ
れ
た
が
、
削
除
前
の
報
道
か
ら
。
「
『
文
盲
退
治
』
　
の
出
処
は

社
会
主
義
ロ
シ
ア
ー
警
務
当
局
禁
止
理
由
」
と
の
見
出
し
が
書
か

れ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
瑠
蚕
彗
前
掲
論
文
、
三
二
頁
。
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（
2
8
）
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
禁
止
■
中
止
は
、
『
東
亜
日
報
』
の
運
動
に

つ
い
て
は
金
允
経
『
朝
鮮
文
字
及
語
学
史
』
（
一
九
三
人
年
）
六

六
二
頁
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
『
朝
鮮
日
報
』
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
宋
建
鏑
『
韓
国
現
代
史
論
』
（
韓
国
神
学

研
究
所
、
一
九
七
九
年
）
二
二
七
貢
が
あ
る
。
宋
に
よ
れ
ば
『
東

亜
日
報
≡
九
三
件
、
『
朝
鮮
日
報
≡
一
一
件
の
弾
圧
を
受
け
た
。

（
2
9
）
尊
書
召
前
掲
書
、
二
二
一
頁
。

（
3
0
）
韓
国
教
育
三
十
年
編
纂
委
員
会
編
『
韓
国
教
育
三
十
年
』
（
三
和

書
籍
、
一
九
八
〇
年
、
ソ
ウ
ル
）
の
「
社
会
教
育
1
Ⅰ
民
主
国
家

建
設
基
盤
造
成
の
た
め
の
文
盲
退
治
」
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
（
二
三
六
頁
）
。
典
拠
と
し
て
い
る
の
は
『
文
教
月
報
』
（
第
四

九
号
、
一
九
五
九
年
一
一
月
）
で
、
「
解
放
当
時
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
未
見
。

（
3
1
）
韓
国
教
育
三
十
年
編
纂
委
貞
会
編
前
掲
書
、
一
六
頁
。

（
3
2
）
（
3
3
）
（
封
）
（
3
5
）
尊
書
召
前
掲
書
、
二
二
三
頁
。

（
36
）
韓
国
教
育
三
十
年
編
纂
委
貞
会
編
前
掲
書
、
二
三
五
頁
。

（
3
7
）
尊
書
召
前
掲
書
、
二
二
四
頁
、
二
二
五
頁
。

（
3
8
）
韓
国
教
育
三
十
年
編
纂
委
員
会
編
前
掲
書
、
二
三
六
頁
。

（
3
9
）
朗
「
書
手
前
掲
論
文
、
二
頁
。
こ
こ
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
一

〇
〇
％
近
い
就
学
率
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
韓
民
国
文
教
部
『
文

教
統
計
年
報
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
。
▽
一
九
六

五
年
度
＝
九
五
・
一
％
▽
六
六
年
度
＝
九
四
・
四
人
％
▽
六
七
年

度
＝
九
六
・
九
％
▽
六
人
年
度
＝
九
六
二
二
％
▽
六
九
年
度
＝
九

六
・
七
％
。
道
別
の
就
学
率
も
出
さ
れ
て
お
り
、
六
七
年
度
以
降

九
九
％
台
の
通
が
一
な
い
し
二
あ
る
（
六
九
年
度
調
べ
ま
で
）
。

（
4
0
）
嘩
書
手
前
掲
論
文
、
三
頁
。

（
4
1
）
尊
書
召
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
。

（
4
2
）
以
下
の
夜
学
の
記
述
は
、
7

1
早
道
O

t
卑
望
曹
司
「
O

t
常
々
・

望
青
慧
冨
［
可
号
斗
月
扁
」
［
基
督
教
夜
学
連
合
会
「
夜
学
史

－
民
衆
夜
学
の
理
論
と
実
践
」
］
中
（
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。

（
4
3
）
刀
号
立
O

t
卑
望
曹
司
前
掲
論
文
の
記
述
か
ら
。

（
4
4
）
尊
者
召
前
掲
書
、
二
〇
七
頁
。

（
4
5
）
司
音
名
「
ク
♀
司
ヰ
可
増
望
昔
嘲
ゼ
嘲
壬
斗
旬
月
句
斗
瑠
司

召
∴
へ
斗
″
嘲
二
Ⅶ
啓
主
喜
」
（
啓
子
玉
音
瑚
せ
塾
、
瑠
僧
正
卑
ぜ

司
『
蟄
千
僧
望
雪
昔
嘲
ゼ
嘲
卑
せ
召
斗
瑚
州
可
叫
』
［
チ
ェ
・

ウ
ン
シ
ル
「
ク
わ
が
国
成
人
文
解
実
態
調
査
意
義
と
政
策
的
示
唆
〟

に
対
す
る
討
論
」
韓
国
教
育
開
発
院
、
平
生
教
育
セ
ン
タ
ー
『
韓

国
成
人
の
文
解
実
能
心
と
発
展
課
題
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
』
］
二
〇

〇
一
年
所
収
）
一
三
一
頁
。

（
46
）
（
4
7
）
司
喜
ゼ
前
掲
論
文
、
二
二
二
頁
。

（
48
）
韓
国
教
育
開
発
院
二
〇
〇
二
年
調
査
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
「
単

月
司
」
［
「
ハ
ン
ギ
ョ
レ
」
］
『
世
界
日
報
』
の
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

九
日
の
報
道
が
あ
る
。

（
4
9
）
宣
二
言
文
で
は
「
一
、
非
文
解
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
的
、



51対抗軸から「制度」化へ

国
家
的
問
題
で
あ
る
。
所
管
部
署
と
財
政
支
援
の
根
拠
規
定
を
明

確
に
す
る
成
人
基
礎
教
育
法
を
制
定
せ
よ
。
一
、
現
在
の
教
育
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
習
権
保
障
（
三
条
）
、
機
会
均
等
の
原
則
（
四

条
）
、
義
務
教
育
保
障
（
八
条
）
、
社
会
教
育
振
興
の
義
務
（
一
〇

条
）
の
原
則
に
よ
り
教
育
人
的
資
源
部
は
体
系
的
な
全
国
規
模
の

文
解
実
態
を
調
査
し
成
人
文
解
学
習
権
保
障
を
即
刻
実
施
せ
よ
。

一
、
教
育
部
は
平
生
教
育
政
策
事
業
の
中
で
死
文
化
し
て
い
る
非

営
利
民
間
団
体
支
援
事
業
を
即
刻
実
施
せ
よ
、
そ
し
て
全
国
三
〇

〇
〇
箇
所
の
非
営
利
文
解
学
習
共
同
体
を
即
刻
支
援
せ
よ
。
一
、

．
現
在
一
部
教
育
庁
と
地
方
自
治
団
体
で
青
少
年
事
業
（
学
力
被
認

定
非
正
規
学
校
）
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
支
援
を
女
性
社

会
教
育
、
老
人
福
祉
、
地
域
社
会
開
発
の
た
め
中
心
的
な
事
業
と

し
て
実
施
せ
よ
。
一
、
国
家
と
地
方
自
治
団
体
は
全
世
界
で
進
め

て
い
る
（
ユ
ネ
ス
コ
二
次
文
解
一
〇
か
年
計
画
）
に
対
し
て
文
解

政
策
と
実
施
計
画
を
提
示
せ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
50
）
二
〇
〇
二
・
日
韓
識
字
交
流
呼
び
か
け
人
有
志
編
『
日
韓
識
字

交
流
元
年
－
夜
間
中
学
と
韓
国
・
文
解
教
育
』
（
字
多
出
版
企
画
、

二
〇
〇
三
年
）
七
四
頁
。

（
5
1
）
（
5
2
）
「
識
字
」
に
関
す
る
日
韓
共
同
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
（
有
志
）

『
奪
い
返
し
た
文
字
と
コ
ト
バ
が
、
新
た
な
世
界
を
創
造
す
る
－

日
韓
識
字
交
流
の
う
ね
り
か
ら
』
（
宇
多
出
版
企
画
、
二
〇
〇
四
年
）

一
三
頁
。
寓
稀
全
文
協
教
会
長
の
二
〇
〇
三
年
一
二
月
の
全
国
夜

間
中
学
研
究
大
会
の
記
念
講
演
か
ら
。

（
53
）
二
〇
〇
四
年
七
月
三
日
の
日
韓
識
字
交
流
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日

韓
文
解
／
識
字
共
同
体
交
流
会
二
〇
〇
四
参
加
者
に
よ
り
「
日
韓

文
解
／
識
字
学
習
権
宣
言
」
で
五
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
起
し
て
い
る
。
う
ち
法
制
定
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
は
、
国
内
の
現
実
を
ふ
ま
え
、

国
連
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
文
解
／
識
字
問
題
へ
の
と
り
く
み

を
推
進
す
る
た
め
に
、
文
解
／
識
字
・
基
礎
教
育
支
援
法
（
仮
）

を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
問
題
に
対
す
る
基
本
的

姿
勢
、
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
研
究
活
動
、
政
府
内
担
当
部
局

や
文
解
／
識
字
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
推
進
体
制
の
確
立
、
具
体

的
施
策
、
必
要
な
予
算
措
置
な
ど
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
。

付
記
　
近
年
ま
で
韓
国
で
使
わ
れ
て
き
た
「
文
盲
退
治
運
動
」
「
文
盲

退
治
」
　
の
「
文
盲
」
は
、
注
　
（
1
）
　
で
記
述
し
た
よ
う
に
非
識
字

者
へ
の
侮
蔑
的
意
味
合
い
を
も
つ
が
、
植
民
地
下
で
の
新
聞
社
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
は
歴
史
用
語
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

「
文
解
運
動
」
　
は
、
韓
国
社
会
で
使
わ
れ
始
め
た
一
九
九
〇
年
以

降
の
歴
史
記
述
に
使
用
し
た
。
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